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十
月
十
日
は
福
島
の
総
鎮
守
、
稲
荷
神

社
の
例
大
祭
で
す
。
江
戸
時
代
は
九
月
十

日
で
し
た
が
、
明
治
の
太
陽
暦
採
用
で
一

月
遅
れ
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

神
社
は
お
寺
と
違
い
産
土
（
う
ぶ
す

な
）
神
が
守
る
土
地
に
住
む
全
員
が
氏
子

（
信
者
）
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
貴
方
も
私
も
稲
荷
神
社
の
氏
子
な

わ
け
で
す
が
、
そ
の
氏
子
が
神
社
に
つ
い

て
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
の
も
淋
し
い
か
ぎ

り
、
そ
こ
で
今
月
は
稲
荷
神
社
に
つ
い
て

の
お
さ
ら
い
で
す
。

　

お
稲
荷
さ
ま
は
も
と
も
と
農
業
の
神
の

倉
稲
魂
命
を
祭
る
神
社
で
総
本
社
は
京
都

の
伏
見
稲
荷
で
す
。
福
島
の
神
社
は
平
安

時
代
の
中
頃
ご
存
じ
の
陰
陽
師
安
倍
晴
明

に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
伝
説
で
江
戸
時
代
の
史
料

「
惣
町
留
帳
」に
は
慶
長
八
年（
１
６
０
３
）

鎮
座
と
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
こ
の
年
は

徳
川
幕
府
が
発
足
し
た
頃
で
す
。

　

当
時
の
領
主
は
本
田
忠
国
で
、
場
所
は

福
島
村
で
な
く
腰
浜
村
地
内
で
し
た
。
神

社
は
そ
の
後
も
移
転
し
ま
せ
ん
で
し
た
か

ら
、
そ
の
後
福
島
藩
で
は
明
治
の
町
村
合

併
ま
で
、
年
に
五
両
の
地
代
を
腰
浜
村
に

支
払
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
社
殿
が
建
て
ら
れ
た
の
は
次

の
領
主
堀
田
正
仲
の
時
代
、
元
禄
二
年

（
１
６
８
８
）
の
よ
う
で
、
こ
の
時
の
棟

礼
が
残
っ
て
い
ま
す
。
社
殿
は
そ
の
後
藩

主
板
倉
公
の
時
代
、
昭
和
の
初
期
に
改
築

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
社
務
所
は
恐

ら
く
当
初
の
建
物
で
、
市
内
最
古
の
建
造

物
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

祭
礼
は
九
日
と
十
日
の
両
日
で
、
一
年

お
き
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
神
輿
の
後
ろ
に

踊
り
組
二
組
が
続
い
て
行
列
を
く
み
、
町

中
を
練
り
歩
き
、
普
段
は
入
れ
な
い
城
内

も
追
手
門
ま
で
の
入
場
が
許
さ
れ
た
こ
と

が
、
福
島
沿
革
史
に
見
え
て
い
ま
す
。
た

だ
延
享
元
年
（
１
７
４
４
）
の
項
に
は
近

年
不
況
つ
づ
き
で
祭
り
の
負
担
が
容
易
で

な
い
、
つ
い
て
は
今
年
か
ら
三
年
間
祭
礼

の
行
事
を
自
粛
し
た
い
と
藩
の
許
可
を
求

め
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
神
様
で
も
ご

苦
労
の
時
代
が
あ
っ
た
の
で
す
。

国
　
税

国
　
税

に
せ
税
務
職
員
な
ど
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

税
務
職
員
を
装
い
、
勤
務
先
、
取
引
銀

行
等
を
問
い
合
わ
せ
る
事
例
、
従
業
員
等

の
個
人
情
報
等
を
問
い
合
わ
せ
る
事
例
、

現
金
を
持
ち
去
る
な
ど
の
事
件
に
ご
注
意

下
さ
い
。

　

納
税
者
の
皆
様
が
こ
の
よ
う
な
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

ご
家
族
の
方
が
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ

を
受
け
ら
れ
た
と
き
は
、
即
答
せ
ず
、
税

務
職
員
の
所
属
と
氏
名
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
必
ず
ご
本
人
に
相
談
の
上
ご
回
答
願

い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
税
局
・
税
務
署
の
関
係
者
や

税
理
士
な
ど
を
装
い
、
税
務
関
係
の
会
報

な
ど
の
購
読
や
税
務
に
関
す
る
講
習
会
な

ど
へ
の
受
講
を
勧
誘
し
、
種
々
の
名
目
に

よ
り
法
外
な
金
銭
を
請
求
す
る
と
い
っ
た

事
件
や
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
等
で
「
あ

な
た
の
税
金
安
く
し
ま
す
。」
な
ど
と
持

ち
か
け
、
手
数
料
名
目
の
金
銭
を
振
り
込

ま
せ
て
詐
取
し
よ
う
と
す
る
事
件
に
つ
い

て
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

税
務
職
員
が
、
会
報
の
購
読
や
講
習
会

の
受
講
を
勧
誘
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

地
　
方
　
税

地
　
方
　
税

　

月
は
「
不
正
軽
油
撲
滅
強
化

月
間
」
で
す
。

　

軽
油
に
課
せ
ら
れ
る
軽
油
引
取
税
を
脱

税
す
る
目
的
で
、
軽
油
に
灯
油
や
重
油
を

混
ぜ
る
な
ど
し
て
製
造
さ
れ
る
燃
料
、
い

わ
ゆ
る
「
不
正
軽
油
」
が
正
常
な
軽
油
と

偽
っ
て
販
売
、
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
不
正
軽
油
は
、
悪
質
な
脱
税
行
為
で
あ

り
、
環
境
汚
染
や
エ
ン
ジ
ン
故
障
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
公
正
な
市
場
競
争

の
阻
害
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
10
月
を
「
不
正
軽
油
撲
滅
強

化
月
間
」
と
し
、
関
係
団
体
と
協
力
し
て

不
正
軽
油
の
排
除
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
が
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

不
正
軽
油
の
製
造
や
販
売
、
使
用
に
関

す
る
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
県
庁
税
務

課
ま
た
は
最
寄
り
の
地
方
振
興
局
県
税
部

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。(

県
庁
税
務
課)
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子
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ル
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ん
。

　

不
審
な
点
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
場
で

税
務
署
又
は
国
税
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

１０
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平成22年度e－Taxサポーターの募集について

e−Taxやってみっぺプロジェクトe−Taxやってみっぺプロジェクトe−Taxやってみっぺプロジェクト

　福島税務署では、ｅ－Ｔａｘや国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」などＩＴを活用した

申告・納税を推進することにより、納税者の利便性の向上や事務の効率化を図っております。

　そこで、広く納税者の方々にｅ－Ｔａｘの利便性をご理解いただくための「ｅ－Ｔａｘやってみっ
ぺプロジェクト」に協力してくださる『ｅ－Ｔａｘサポーター』となる企業を募集しています。

【活動内容】

　ｅ－Ｔａｘ利用拡大のための、次のような活動の

ご協力をお願いします。

①事務所等のパソコンに｢ｅ－Ｔａｘソフト｣をイ

ンストールし、従業員等が確定申告するための

環境を用意する。また、企業の納税証明書交付請

求や給与等法定調書合計表提出にも利用する。

②ｅ－Ｔａｘを利用した所得税確定申告のための

研修会を開催する。

③上記のほか、税務署と協議し、協力可能な利用

拡大策を実施する。

　なお、活動にあたっては、税務署が全面的にバッ

クアップします。

【募集対象】

　税務行政に御理解いただき、左記の活動を実施でき

る企業とし、10社程度とします。（応募数によって若

干の変動があります。）

【募集期間】

　平成22年10月1日（金）から10月15日（金）まで

【委嘱期間】

　委嘱を受けた日から平成23年6月末日まで

【申込み・お問い合わせ先】

　福島税務署税務広報広聴官

（電話：024－534－3121）へご連絡ください。

平成22年度e－Taxサポーターの募集について

金券総額金券総額

25万円25万円25万円

税金クイズ大会開催税金クイズ大会開催
クイ

ズに答えて金券をゲットしよう！クイ
ズに答えて金券をゲットしよう！クイ
ズに答えて金券をゲットしよう！

税金クイズ大会開催
　法人会は、税の啓発活動やボランティア活動等を通じて、公共に役立つ団体
としての活動しておりますが、一般の方にも税について関心を持っていただこ
うと、福島市中央卸売市場で開催の「市場まつり」において、税金クイズ大会
を開催することとなりました。
　5つのクイズに答えて、1つ正解なら100円、5つ正解なら500円の金券が
もらえます。
（※　金券は水産・青果・花卉のお買い物のみ利用できます）

と　き　平成22年10月17日（日）午前8時より

場　所　福島市中央卸売市場

　　　　　福島市北矢野目字樋越1
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ま
す
。

　

終
戦
か
ら
ど
の
位
経
過
し
た
頃
か
忘
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
私
は
、
ダ
ン
ス
に

興
味
を
も
ち
始
め
ま
し
た
。

　

た
ま
た
ま
弟
が
日
赤
病
院
に
入
院
し
た

の
で
、
私
は
看
病
に
当
り
ま
し
た
。
夜
に

な
る
と
看
護
婦
さ
ん
と
病
院
の
屋
上
で
ダ

ン
ス
の
ス
テ
ッ
プ
の
練
習
を
始
め
る
の
で

す
。
や
が
て
看
病
し
て
い
る
私
は
、
公
会

堂
（
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
）
に
行
っ
て

生
バ
ン
ド
で
踊
り
ま
し
た
。
相
手
を
し
て

く
れ
る
男
性
は
知
ら
な
い
方
達
で
す
が
、

上
手
に
リ
ー
ド
し
て
く
れ
た
の
で
、
私

の
ス
テ
ッ
プ
で
も
付
い
て
行
く
こ
と
が
出

来
、
そ
れ
は
楽
し
い
毎
日
で
し
た
。

　

弟
は
無
事
退
院
出
来
ま
し
た
。

　

今
度
は
友
人
と
汽
車
で
福
島
に
通
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
当
時
列
車
は
三
十
分
位

か
か
り
ま
し
た
が
、
私
達
は
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
に
と
、
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
ま
し
た
。
開

館
と
汽
車
の
時
刻
が
合
わ
な
く
て
、
こ
れ

か
ら
盛
上
が
ろ
う
と
す
る
時
に
、
列
車
の

時
間
が
迫
り
、
後
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で

外
に
出
、
焼
い
も
を
か
じ
り
な
が
ら
駅
ま

で
急
い
だ
こ
と
等
、
懐
か
し
く
思
い
出
し

ま
す
、
又
、
お
芝
居
を
見
て
も
帰
り
は
始

発
の
汽
車
を
待
合
室
で
待
っ
た
の
で
す
。

　

六
十
数
年
前
の
記
憶
、
セ
ピ
ア
色
に

な
っ
て
い
る
の
を
繋
ぎ
合
せ
た
、
私
の
青

春
の
一
頁
で
す
。

　

女
性
部
会

マ
ル
ト
メ
リ
ヤ
ス
㈲　

東
海
林
正
子

「
戦
後　

私
の
青
春
」

　

じ
っ
と
茶
の
間
に
座
っ
て
い
る
と
、
体

が
怠
い
、
眠
い
、
頭
が
ふ
ら
つ
く
、
等
々

考
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、心
を
、し
ゃ
き
っ

と
改
め
て
行
動
に
移
る
と
、
何
の
こ
と
は

な
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
事
が
進
ん
で
く
れ
ま

す
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
繰
り
返
し
て
生
き
て
い

る
の
が
現
在
の
私
で
す
。

　

こ
の
春
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
の
「
ゲ
ゲ

ゲ
の
女
房
」
を
毎
日
楽
し
ん
で
見
て
い
る

う
ち
、
同
世
代
に
生
き
た
自
分
の
青
春
時

代
が
懐
か
し
く
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。

　

青
春
っ
て
、
し
い
た
げ
ら
れ
て
も
、
踏

み
に
じ
ら
れ
て
も
、
雑
草
の
様
に
強
い
も

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
の
頃
の
貧
し
さ
、
食
糧
不
足
、
そ
れ

で
も
田
舎
の
私
共
は
都
会
に
比
べ
る
と
、

ど
ん
な
に
恵
ま
れ
て
幸
せ
だ
っ
た
こ
と

か
。

　

母
は
苦
労
し
て
い
ま
し
た
が
、
私
も
何

か
と
母
に
協
力
し
て
生
き
て
い
た
と
思
い

公
益
法
人
改
革
に
つ
い
て

公
益
法
人
改
革
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
12
月
か
ら
新
た
な
公
益
法
人

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
従
来
の
公

益
法
人
は
民
法
制
定
の
明
治
29
年
か
ら
約

１
１
０
年
の
歴
史
を
持
つ
制
度
で
改
正
前

民
法
34
条
に
基
づ
き
主
務
官
庁
の
認
可
を

得
た
非
営
利
を
目
的
と
す
る
法
人
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
現
在
何
か
と
話
題
の
日
本
相

撲
協
会
も
公
益
法
人
で
す
。
新
制
度
で
は

こ
の
公
益
法
人
が
特
例
民
法
法
人
と
な
り

平
成
25
年
11
月
末
ま
で
公
益
社
団
・
財
団
法

人
も
し
く
は
一
般
社
団
・
財
団
法
人
に
な
る

か
の
選
択
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に

対
応
し
な
け
れ
ば
解
散
と
な
り
ま
す
。
こ
の

特
例
民
法
法
人
は
全
国
で
約
２
５
０
０
０
、

福
島
県
内
で
は
３
５
９
法
人
（
平
成
22
年
7

月
20
日
現
在
）
あ
り
ま
す
。
県
内
で
は
そ
の

う
ち
新
制
度
に
よ
り
公
益
認
定
を
受
け
た

法
人
は
3
、
公
益
認
定
を
受
け
な
い
一
般
法

人
は
3
、
申
請
中
の
法
人
が
6
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
（
福
島
県
総
務
部
私
学
法
人
課
）。

　

今
回
の
公
益
法
人
制
度
改
革
に
伴
い
税

制
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次

の
通
り
で
す
。公
益
認
定
を
受
け
た
法
人
、

公
益
認
定
を
受
け
な
い
一
般
法
人
、
特
例

民
法
法
人
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
法
人

税
等
の
取
り
扱
い
が
次
の
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
公
益
認
定
を
受
け
た
法
人
は
収
益

事
業
の
み
課
税
、
公
益
認
定
を
受
け
な
い

一
般
法
人
は
「
非
営
利
型
法
人
」
と
「
そ

れ
以
外
の
法
人
」
に
区
分
さ
れ
「
非
営
利

型
法
人
」
は
収
益
事
業
の
み
課
税
と
な

り
「
そ
れ
以
外
の
法
人
」
は
株
式
会
社
と

同
様
全
所
得
課
税
と
な
り
ま
す
。
税
率
30

パ
ー
セ
ン
ト
年
８
０
０
万
円
以
下
に
つ
い

て
は
22
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
特
例
民
法
法

人
は
従
来
通
り
収
益
事
業
の
み
課
税
で
税

率
は
22
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
利
子
・
配
当

等
に
係
る
源
泉
所
得
税
は
公
益
認
定
を
受

け
た
法
人
、
特
例
民
法
法
人
は
非
課
税
で

す
が
公
益
認
定
を
受
け
な
い
一
般
法
人
は

課
税
と
な
り
ま
す
。
み
な
し
寄
付
金
（
収

益
事
業
に
属
す
る
資
産
か
ら
公
益
目
的
事

業
の
た
め
に
支
出
し
た
金
額
を
一
定
の
限

度
額
損
金
算
入
で
き
る
制
度
）
は
公
益
認

定
を
受
け
た
法
人
及
び
特
例
民
法
法
人
の

み
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
公
益
認
定
を
受
け
な
い
一
般

法
人
の
う
ち
「
非
営
利
型
法
人
」
は
収

益
事
業
の
み
課
税
で
す
の
で
法
人
税
法
上

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
同
様
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
は
設
立
の
際
行
政
庁
の
認
証
が
必
要
で

す
が
、
公
益
認
定
を
受
け
な
い
一
般
法
人

は
登
記
だ
け
で
設
立
で
き
ま
す
の
で
、
今

後
公
共
の
た
め
に
役
に
立
つ
こ
と
を
や
り

た
い
場
合
は
こ
の
一
般
法
人
を
利
用
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

東
北
税
理
士
会
福
島
支
部　

白
岩
裕
嗣
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ホームページリニューアルのお知らせホームページリニューアルのお知らせホームページリニューアルのお知らせ
福島法人会のホームページを全面リニューアル！

それに伴いアドレスが変更になりました

新アドレス

会報「ふくしま法人会ニュース」のバックナンバーや「会員企業紹介」などの新コンテンツを追加。
セミナー情報なども見やすくなりました。
今後、より一層内容の充実に努めてまいりますので、ご意見、ご要望等お気軽にお寄せください。

http://f-hojin.or.jp

皆様の会社の紹介やホームページアドレスな
どの情報を掲載致します。
会社のPRや情報収集等、皆様のお役に立てる
ようより多くの登録を目指しております。業
種別・五十音別・フリーワードでの検索がで
きます。登録は、ホームページ上部メニュー
の「会員企業紹介」をクリックし必要事項を
ご記入の上「送信」ボタンをクリックすると
完了です。（登録料は無料です）

会員企業情報登録（無料）
のお願い
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「
た
ば
こ
税
の
改
正
に
つ
い
て
」

Ｑ　

平
成
二
十
二
年
度
税
制
改
正
の

う
ち
、
た
ば
こ
税
の
改
正
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
【
改
正
の
概
要
】

　

た
ば
こ
税
関
係
法
令
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
、
国
の
た

ば
こ
税
、
道
府
県
た
ば
こ
税
及
び
市
町
村

た
ば
こ
税
の
税
率
の
引
上
げ
が
行
わ
れ
、

こ
れ
に
伴
い
、
小
売
販
売
業
者
等
が
販
売

の
た
め
に
所
持
す
る
製
造
た
ば
こ
に
対
し

て
、
た
ば
こ
税
の
手
持
品
課
税
を
実
施
す

る
こ
と
と
さ
れ
ま
す
。

○
手
持
品
課
税
の
概
要
に
つ
い
て

　

手
持
品
課
税
と
は
、
た
ば
こ
の
販
売
業

者
等
（
小
売
販
売
業
者
、卸
売
販
売
業
者
、

特
定
販
売
業
者
又
は
製
造
者
）
が
、
平
成

二
十
二
年
十
月
一
日
午
前
零
時
現
在
に
お

い
て
、
た
ば
こ
の
製
造
場
又
は
保
税
地
域

以
外
の
場
所
で
、
2
万
本
以
上
の
製
造

た
ば
こ
を
販
売
の
た
め
に
所
持
す
る
場
合

に
、販
売
業
者
等
を
納
税
義
務
者
と
し
て
、

そ
の
所
持
す
る
製
造
た
ば
こ
に
税
率
の
引

上
げ
分
に
相
当
す
る
た
ば
こ
税
を
課
税
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

手
持
品
課
税
に
よ
る
税
額
は
、
所
持
数

量
に
た
ば
こ
の
区
分
に
応
じ
た
税
率
を
乗

じ
て
計
算
し
ま
す
。

○
手
持
品
課
税
を
行
う
理
由

　

国
の
た
ば
こ
税
は
、
た
ば
こ
の
製
造
場

か
ら
製
造
た
ば
こ
が
出
荷
さ
れ
た
と
き

に
、
ま
た
、
地
方
た
ば
こ
税
は
、
卸
売
販

売
業
者
が
小
売
販
売
業
者
に
製
造
た
ば
こ

を
売
り
渡
し
た
時
に
課
税
さ
れ
る
税
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
税
率
改
正
前
（
平
成

二
十
二
年
九
月
三
十
日
以
前
）
に
出
荷
又

は
売
り
渡
し
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
引
上
げ
の
前
の
税
率
で
課
税
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
た
ば
こ
税
等
の
税
率
の

引
上
げ
が
行
わ
れ
る
際
に
は
、
既
に
製
造

場
か
ら
出
荷
又
は
売
り
渡
し
さ
れ
流
通
段

階
に
あ
る
製
造
た
ば
こ
に
対
し
て
税
率
の

引
上
げ
分
に
相
当
す
る
課
税
（
手
持
品
課

税
）
を
行
い
、
税
率
改
正
後
に
製
造
場
か

ら
出
荷
又
は
売
り
渡
さ
れ
る
製
造
た
ば
こ

と
同
一
の
税
負
担
を
求
め
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
申
告
と
納
付

　

た
ば
こ
の
販
売
業
者
等
は
、
営
業
所
ま

た
は
貯
蔵
場
所
ご
と
に
そ
の
所
在
地
を
所

轄
す
る
税
務
署
長
、
都
道
府
県
知
事
及
び

市
区
町
村
長
に
対
し
て
、
平
成
二
十
二
年

十
一
月
一
日
（
月
）
ま
で
に
、「
た
ば
こ

税
等
の
納
税
申
告
書
」
を
提
出
し
、
平
成

二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
（
木
）
ま
で
に
、

納
税
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
詳
細
は
福
島
税
務
署
（
五
三
四

－

三
一
二
一
）
又
は
県
税
事
務
所
、
市
役

所
・
町
役
場
の
税
務
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
税
に
関

す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
はw

w
w

.nta.
go.jp

を
、
ま
た
、
国
税
電
子
申
告
納
税

シ
ス
テ
ム
（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）
に
つ
い
て
は
、

w
w

w
.e-tax.nta.go.jp

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

た
ば
こ
税

「
今
吸
っ
て
い
る
タ
バ
コ
税
は
ど
こ
へ
…
」

無
料
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
ご
利
用
下
さ
い
！

無
料
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
ご
利
用
下
さ
い
！

無
料
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
ご
利
用
下
さ
い
！

　
会
員
企
業
の
皆
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
無
料
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ

ナ
ー
を
配
信
中
で
す
。
見
た
い
セ
ミ
ナ
ー
を
、
見
た
い
と
き
に
、
好
き
な
だ

け
受
講
で
き
ま
す
。
無
料
で
視
聴
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

〈
主
な
ジ
ャ
ン
ル
〉

　
一
般
経
営
、
税
務
・
経
理
、
労
務
、
研
修
、
人
材
育
成
、
健
康
等

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
ご
覧
に
な
る
に
は
、
会
員
専
用
Ｉ
Ｄ
と
パ

ス
ワ
ー
ド
の
入
力
が
必
要
で
す
。

会
員
Ｉ
Ｄ
 
１
２
９
１
　
　
パ
ス
ワ
ー
ド
 
５
０
１
２

※

詳
し
く
は
、
福
島
法
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://f-h

o
jin
.o
r.jp

）
を
ご

覧
下
さ
い
。
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▲ 22・8・23
セミナー「上手なクレーム対応が業績を伸ばす」講座
講　師　川合　健三氏（K. コム . トレード代表）

▲ 22・9・1
青年部会 第４回役員会
・県青連協会員研修会「福島大会」について

▲ 22・8・27
平成２２年度 第２回社会貢献活動委員会
・小委員会の設置並びに役割について
・小委員会への各委員の所属について
・小委員会ごとの今後の活動等について

▲ 22・9・6
社会貢献活動委員会 第２回渉外小委員会
・税金クイズ大会（２２・１０・１７）の当委員会の
　詳細役割について

決算説明会

▲ 22・9・4～ 5
女性部会 社会貢献活動
「リレー・フォー・ライフ２０１０ in 福島」
（がん患者や家族、支援者が２４時間にわたって歩き、
がん抑圧への願いを新たに絆を深め合うチャリティー
イベントです。）

▲ 22・9・8
平成２２年度 第３回広報委員会
・ふくしま法人会ニュース８・９月号の反省について
・ふくしま法人会ニュース１０・１１月号の編集方針（案）
　について

▲

２２
・
９
・
７

„
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
の
皆
さ
ん
“
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暑
い
夏
が
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
過
ご
し

や
す
い
秋
を
迎
え
ま
す
ね
。『
食
欲
・
芸
術
・

読
書
・
ス
ポ
ー
ツ
』
な
ど
、
今
年
の
秋
は

ど
ん
な
風
に
し
よ
う
か
考
え
る
の
も
楽
し

み
の
一
つ
で
す
ね
。
し
か
し
、
今
年
も
あ

と
数
ヶ
月
で
す
。
毎
年
の
よ
う
に
書
い
て

し
ま
い
ま
す
が
、
時
間
が
過
ぎ
る
の
は
早

い
で
す
ね
。

　

こ
の
間
、『
Ｃ
Ｓ
』
と
『
Ｃ
Ｓ
Ｒ
』
に

つ
い
て
議
論
し
て
い
る
場
に
居
合
わ
せ
ま

し
た
。『
Ｃ
Ｓ
（C

ustom
er satisfaction

）』

顧
客
満
足
、『
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（C

orporate Social 
R

esponsibility

）』
企
業
の
社
会
的
責
任
と

い
う
意
味
で
す
。『
Ｃ
Ｓ
』
と
『
Ｃ
Ｓ
Ｒ
』

の
関
係
性
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
ま
、
こ
の
２
つ
を
ま
っ
た
く
別
の
も

の
だ
と
捉
え
て
い
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
企
業
と
し
て
、
品
質
・

安
全
・
環
境
に
配
慮
し
た
も
の
づ
く
り
や
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
＝
法
令
遵
守
）
の

徹
底
な
ど
の
取
り
組
み
を
す
る
の
は
当
た

り
前
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

い
く
ら
良
い
も
の
を
作
っ
て
市
場
に
出
し

て
も
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
た
り
、
法
を

破
っ
て
は
本
末
転
倒
で
す
。
良
い
商
品
を

作
る
に
は
良
い
会
社
に
な
ら
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
お
客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
は
、
社
会
貢
献
で
き
る
企
業
に

成
長
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、

そ
の
逆
も
然
り
で
す
。
ま
ず
は
、
こ
の
関

係
性
を
企
業
全
体
で
考
え
社
員
一
人
ひ
と

り
に
理
解
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
初
め
の

一
歩
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

市
場
で
は
、
企
業･

組
織
を
多
視
点
か

ら
見
ら
れ
る
時
代
で
す
。
ま
ず
は
自
分
の

目
で
自
分
の
会
社
を
多
視
点
で
見
つ
め
直

し
、
日
々
の
改
善
を
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。　
　
（
高
橋
記
）

シーアイエー株式会社

横山 光衛氏
（伊達市梁川町青葉町８）
（024）577-7666

代表取締役

　

Ｃ
Ｉ
Ａ
と
い
う
会
社
名
で
ま
ず
び
っ
く

り
。
ア
メ
リ
カ
の
中
央
情
報
局
で
は
な
い

か
。
こ
の
会
社
は
「
創
造
者
た
ち
の
理
想
的

な
集
団
」
と
い
う
意
味
ら
し
い
。
東
京
に
Ｆ

Ｂ
Ｉ
と
い
う
会
社
を
設
立
し
た
こ
と
も
あ

る
と
い
う
。
ア
メ
リ
カ
連
邦
捜
査
局
で
は

無
く
、「
福・
島
の
便・
利
な
印・
刷
屋
」
と
い
う

人
を
食
っ
た
よ
う
な
話
だ
。

　

日
本
で
有
名
に
な
っ
た
昔
話
の
語
り
べ
の

横
山
幸
子
さ
ん
の
息
子
さ
ん
だ
と
分
か
っ
て

ま
た
び
っ
く
り
し
た
。
幸
子
さ
ん
の
ご
主
人

が
、
よ
こ
や
ま
印
刷
所
の
創
業
者
、
横
山
次

雄
氏
。
昭
和
三
十
年
に
梁
川
町
右
城
町
に
社

員
三
名
で
開
業
し
た
。
Ｃ
Ｉ
Ａ
で
は　
『
伊

達
毎
月
新
聞
』
と
『
言
い
わ
け
す
ん
な
』　

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
新
聞
を
発
行
し
て
い
る

が
、
そ
の
中
の
横
山
次
雄
会
長
の
エ
ッ
セ
イ

が
素
晴
ら
し
い
。
発
想
と
視
点
が
独
特
で
面

白
い
文
章
は
あ
き
さ
せ
な
い
。

　

社
長
の
光
衛
氏
は
こ
の
お
二
人
の
お
子
様

だ
け
に
実
に
凄
い
。
外
見
か
ら
し
て
一
見
怖

そ
う
。
サ
ン
グ
ラ
ス
を
外
す
こ
と
も
な
く
ヒ

ゲ
ず
ら
だ
が
、話
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
面
白
い
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い
る
間
、
爆
笑
の
連

続
だ
っ
た
。
性
格
は
大
胆
に
し
て
繊
細
、
温

厚
に
し
て
凶
暴
、
と
自
分
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

に
も
書
か
れ
て
い
る
。

　

昭
和
二
十
五
年
八
月
八
日
生
ま
れ
。
福
島

市
内
の
高
校
を
卒
業
し
て
東
京
の
二
松
学
舎

大
学
文
学
部
言
語
学
科
卒
業
。
卒
論
が
「
道

元
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
い
つ
入
学
し
て
い

つ
卒
業
し
た
か
は
っ
き
り
し
な
い
、と
い
う
。

「
そ
れ
で
、
ど
う
し
た
ん
で
す
か
」

「
三
年
ほ
ど
麻
雀
の
プ
ロ
に
な
っ
て
、
そ
れ

で
生
活
を
し
て
た
ん
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
で

は
将
来
が
と
思
い
故
郷
へ
帰
り
気
は
進
ま
な

か
っ
た
が
父
の
印
刷
業
を
続
け
た
ん
で
す
」

　

経
営
の
こ
と
は
余
り
知
ら
な
か
っ
た
が
、

麻
雀
で
鍛
え
た
勝
負
の
カ
ン
は
鋭
い
も
の
が

あ
っ
た
。
波
に
乗
っ
て
き
た
と
感
じ
る
と
ど

ん
ど
ん
事
業
を
拡
大
し
、
ツ
キ
が
落
ち
て
き

た
と
感
じ
る
と
い
ち
早
く
事
業
を
縮
小
し

た
。
し
か
し
社
員
は
首
に
し
な
か
っ
た
。

　

平
成
八
年
、
よ
こ
や
ま
印
刷
所
を
「
シ
ー

ア
イ
エ
ー
株
式
会
社
」
に
改
称
し
光
衛
氏
が

社
長
に
就
任
し
た
。社
員
が
三
十
五
名
で
あ
っ

た
。
社
訓
が
「
言
い
わ
け
す
ん
な
！
」。
社
員

に
は「
嫌
い
な
こ
と
は
や
る
な
。
努
力
し
た
っ

て
無
駄
。
好
き
な
こ
と
を
や
っ
て
業
績
を
伸

ば
せ
」
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
き
く
分
け

て
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｆ
Ｄ
Ｎ
事
業
部
』『
イ

ベ
ン
ト
事
業
部
』『
印
刷
事
業
部
』
の
三
部
門

に
な
っ
た
。

　

八
月
八
日
、社
長
は
還
暦
を
迎
え
た
。
感
謝

還
暦
と
銘
打
っ
て
『
Ｃ
Ｉ
Ａ
納
涼
祭
』
を
大
々

的
に
開
催
。
超
満
員
の
大
盛
況
と
な
っ
た
。

　

飲
み
物
、
食
べ
物
は
沢
山
用
意
さ
れ
、
イ
ベ

ン
ト
に
は
、
み
ち
の
く
ボ
ン
ガ
ー
ズ
、
シ
ャ
ン

ソ
ン
の
貝
山
幸
子
、
み
ち
の
く
プ
ロ
レ
ス
、
Ｊ

ｕ
ｎ
ｉ
の
力
強
い
歌
声
、
ア
リ
ス
の
世
界
か
ら

抜
け
出
し
て
き
た
中
村
夫
妻
な
ど
イ
ベ
ン
ト
も

盛
り
沢
山
。
そ
の
と
き
の
記
念
品
が
の
し
紙
に

書
か
れ
た
「
感
謝　

還
暦
」
と
い
う
も
の
で
中

に
は
社
長
の
似
顔
の
金
太
郎
飴
、
そ
れ
に
あ
ら

れ
。「
感
謝
感
激
飴
あ
ら
れ
」
の
酒
落
で
あ
る
。

　

大
爆
笑
を
し
、
こ
の
と
ぼ
け
た
記
念
品
を

頂
戴
し
て
梁
川
の
Ｃ
Ｉ
Ａ
か
ら
帰
っ
て
き
た
。

【
　
月
の
こ
よ
み
】

『
あ
あ
、
女
心
と
秋
の
空
…
か
』
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